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はじめに

本稿では，スラヴ語の不定人称文と無人称文について，特に文の主辞，賓

辞，補語の統語関係を軸に分析される。英語を始めとする印欧祖語を起源と

するヨーロッパの諸語を瞥見すると，これらの主辞，賓辞，補語の文要素の

うち，比較的主辞の取り立てが明確であるように思われる。例えば，自然現象

を表現する場合にも，英語では，平叙文では特定の代名詞 itを仮主語として，

文頭に立て，この種の記述を行っている。しかしスラヴ地域の東地区で用いら

れている現代ロシア語では，主体を実感しない無人称動詞構文が発達している

ので， CBeTaeT.で「夜が明けている」ことを表現できる。この動詞は不定法が

CBeTaTbで，その三人称単数形を主語を表記することなく上述の光景を記述す

るのである。英語ではこの場合， Theday is breaking. となり，意義通りの主語

が立てられる。これに対して，スラヴ地域の西地区で用いられている現代スロ

ヴァキア語でも Svitaとロシア語と同じ無人称構文が使われる。

更に，ロシア語では動詞の活用形から複数の主体を動作主として認定できる

が，その主体が誰であるのかが判然としない一連の表現構文がある。これは英

語の theyにあたる仮主語的であるが，その言葉自体は記述されず，述語の活

用形から諒解できるに留まる。例えば，人の出会いの場面で，相手の名前を聞

く様な場面では次のような応答が交わされる。一KaKBae 30ByT? - Me岡 30BYT

CepreH AneKc叫 poB皿最初のシーンでは「あなたのことを世間の人は何と呼
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んでいるのですか。」として，相手の名前を質す。この動詞は三人称複数であ

ることは疑いがないが，意識には上らない。訊ねられた方も「自分のことを世

間の人はセルゲイ・アレクサンドルと呼び慣わしている。」とすげない。統語

上のみ主体を認識させ，けして表現の表層に表さないのである。これは不定人

称文とよばれる。この様な東スラヴ語の特殊な文タイプの分布状態の現状から

我々は，これら言語では，他のヨーロッパ諸語に比較して，言語表現から，主

語の意識が弱められる傾向にあることを看取できる。

さてこの場合，同じスラヴ地域の西地区で用いられている現代ポーランド語

では，ー Jaksi~nazywasz? -Nazywam si~Sergiej Aleksandrowicz. と交わし会う。

ここでは，それぞれの動詞が発話者の人称に一致した活用形をとっていること

が知れる。同じ，スラヴ諸語の中にあっても，ロシア語は主辞に対する意識が

少なくとも言語表現上は希薄であると観ぜられよう。

先に述べた，文の主辞，賓辞，補語の統語関係を論ずる場合，これに付随す

る幾らかの問題点を整理しながら，論証する必要が認められる。主辞や補語

を取り上げるには，まず，それらの実体の性質に注目する必要がある。スラ

ヴ語には名詞を活動するか，或いは少なくともそう実感される対象であるか否

かにより認識憔界を二分する範疇がある。これを名詞の活動体及び不活動体と

名づけている。名詞にはまた動詞から名詞化する種類があり，これらと機能語

が結合して，述語句を形成する。この時名詞は述語旬の中で補語のように働く

ので，この様な現象がそれぞれの言語で顕著であるか否かも注目しなければな

らない。更に述語が補語をとるか否かで非人称文となるか，不定人称文になる

かについても考慮する必要がある。更に形容詞も名詞化したり，また主辞，賓

辞，補語の統語関係の線状性から見て，反対にこの品詞が，述語としてもっぱ

ら使われるか否か，という現象の有無についてもそれぞれの言語で分析する必

要がある。

文の現実分析という視点からもこのタイプの文を考察する必要が認められ

る。例えば，先に例示した CBeTaeT.や IlleJI 几O加~b. は文をテーマやレーマに分

解できず，一つのシンタグマを形成している。これに対して，主辞，賓辞，補
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語の統語関係を所有する文は二肢文であるから上述の情報の「新」「旧Jを意

識できる構造であると言える。分析言語がそうした構造を具有しているか，否

かも検討されねばならない。

スラヴ語以外の不定人称文と無人称文

ここでは，印欧語のスラヴ諸語と異なるタイプの言語として，フランス語と

ロシア語の該当分析を瞥見する。ガーク(1983)は不定人称文と無人称文で認識

主体がどのように分けられるかという主語表現について着目し，次の3タイプ

を分類した。 [l]

1名詞か完全な意味を持つ代名詞のある 2肢有主文

Pierre parle.; IleTp roBopMT. 月皿y.Tbl皿出

2独立の意味を持たないいわゆる非人称の代名詞で表現される主語2肢文

Je marche. On sonne. 11 pleut. 

3一肢無主語文

Parlez!; 11p;y. 11皿!3B0岡 T.CBeTaeT. 

これらの構造タイプを文のタイプ（一肢・ニ肢文）と組み合わせることに

よって以下の様にフランス語とロシア語の主体の特徴を大まかながら把握で

ぎる。

第1表：y faKa (1983), ガーク(1983)による。

文章 フランス語 ロシア語

1 2 3 1 3 

人称文 ＋ ＋ ＋ ＋ 

命令文 ＋ ＋ ＋ 

不定人称文 ＋ ＋ 

無人称文 ＋ ＋ 
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フランス語の非人称の ilと呼ばれる代名詞は三人称単数にしか用いられず，

この構文に現れる動詞も自然現象を表すものや， fallior,faire, etreなど限られて

いる。この種の代名詞はロシア語には存在しない[2]。用法も典型的な文法上

の仮主語と認識される。上述のタイプ3はフランス語では命令文である。この

言語では動詞文は殆ど全て主語を含む二肢文であり，ロシア語では17%主語の

欠落した一肢文がある。無人称文や不定人称文といえば，フランス語は主語の

ある二肢文であり，ロシア語では一肢文であることによる。更に加えてロシア

語と異なり，フランス語の主語はそれが文脈や状況から明らかにできる付加文

や独立文でさえ省略されない。このことから当該言語はロシア語に比較して，

主辞をとりたてる傾向が顕著であることが判る。

ヴェ．ガークはロシア語とフランス語の会話体での不定人称文や無人称文を

一般の二肢文である人称文と比較しそれらの出現頻度を以下のように算定して

いる。

第2表：y raKa (1983), ガーク(1983)による。

文章 フランス語 ロシア語

無人称文 5% 18% 

不定人称文 7% 4% 

人称文 88% 78% 

これによれば，不定人称文はフランス語ではロシア語より倍近く多く使わ

れている。これは，ロシア語では 2人称に立つ動詞をもつ主語のない文で表

現される一般人称の意味を表現する為に使われる，不定代名詞 onを持つ構文

がフランス語には存在することに依る。この構文はまた MO)KJIO,HeJib351タイプ

無人称述語としても働くが，この代名詞は状況ないし文脈から明らかである

行為の主体に関しても言及できるので，ロシア語では屡々，具体的人称形で

表現される。
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ロシア語では不定人称文の数が少ないが，これは主語が出動詞名詞で，述語

が，当該過程ないし一般的な形の過程の旬を意味する動詞である，人物の不定

性が， 2肢文によって一再ならず表現されることによって説明される。

ロシア語では他方，不定人称文のもつ文体効果は行為の主体が除去されるこ

とによって，それら行為に焦点が集まり客体との連関を中心に表現される効果

が期待される。この時，補語は発話の主体を表し，動詞に先行する。他方フラ

ンス語では文が主語から始めなければならないため，これらの場合，ヴォイス

の変換図式に従い受動，または再帰使役構文が用いられる。

Ero JII06只T. Il est airne; il se fait aimer. 

ロシア語で無人称文がフランス語より 3-4倍，多用される理由は，

1)動詞の他，フランス語に存在しない無人称述語副詞を用いた無人称表現が

用いられる。それらに対応するフランス語の表現は形容詞述語の人称文で

ある。

且OMaBeceno. La maison est ga1e. (BB) 

几oMay Hee 6brno TecHo. Sa maison etait etroite. (FB) 

2)ロシア語で無人称文が使われる場合，もう一つの側面として，行為者が状

態の受動的な保有者として描ぎ出されるのが通例である。

只xoqy→ MHe xoqeTc只；OH He CflliT→ eMy He CIIHTC只； OH CKyqaeT→ eMy cKy咄 0.

3)更に人の心理状態を伝える場合，ロシア語では無人称文が一般的だが，フ

ランス語では人称構文が使われる。

MHe CTpallIHO. 

Me郎 3H06HJIO.(TI3) 

Eii XOTeJIOCb CbIHa. 

BaM 6brno Beceno? 

J'ai peur 

J e frissonnais 

Elle souhaitait un fils. (PB) 

Yous vous etes bien amusees? (BB) 
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フランス語は名詞に活動的生産者たりうる活動体と，能動行為を自立的に生

み出せない不活動体の区別を文法的に行わないため，何れの範疇に属する名詞

も主体として立ち得るが，ロシア語での無人称構造は行為（状況）の原因とな

る不活動実体を造格に表現して用い，当該状況の説明を行う。 [l]

几epeBOCB皿 HJIOMOJI皿 eM. 几opory3aHecJio cHeroM. 

La neige a couvert la route. 

La route a ete couverte de neige. 

不定人称文について

一般的には不定人称文は主体が省略されている文であるが，例えば CTyqaT.

という文は述語動詞だけからなり，この情景を実現する主体は明らかにされな

いが，その役割は 3人称複数の事柄が遂行していることが推し量られる構文を

とっている。この構文は，述語動詞の文法上の数は確定できるものの，それが

何人であるのか，定かではない。従って，また過去時制では人称の区別もなさ

れない。行為主体や認識主体が表現から隠れている。科学アカデミー 60年文

法では，不定人称文はこれらの文の述語は不定人称の人物により実現される行

為を表示すると定義されている。また動詞が表示する行為は普通不特定複数の

人称と関わるものの， しかし時に複数形が多人数とばかりでなく，明らかに一

人の不確定な人物と関わることがある。この場合，主体は対話者に解っている

ので，呼称されていない。 [7]

科学アカデミー 70年文法では不定人称文は人称をことさら特定しない人物

の行為を表示すると定義されている。 [6]

エル・マロエヴィッチはロシア語の不定人称文をセルビア語に対応させ，人

称の文法数に注目し，主体が単数にも複数にも解釈できるとしている。 [3]

ロシア語 セルビア語

CTyqaT. - He KO Kyu;a (O,ll;HO JIHI.J;O). 

一人の人物

11):.l;yT. - H,n;e (O,ll;HO JIHI.J;O). 
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一人の人物

一血y(HeCKOJibKO JI皿）．

数人

3BOH四． - HeKo 3BOHM. HeKo TeJie巾OHMpa(Ol);HO JI皿 o).

一人の人物

Te651 cnpallllIBaIOT. —Te6e IllITaM. 

Ha y nIIu;e lllY畑 T. -HanoふyHeKO ronaMII (CnbIIIIIITC月0皿Hronoc). 

-HanoふyHeKO fa.JI岬 (cJib皿 l1TC51HeCKOnbKO ronocoB). 

複数の人物

彼は，これまでのアカデミー文法の不定人称文に対する定義を洗い直し，次の

ように，再定義した。

不定人称文は，行為主休が不詳で，特定されず，一括されるか特定され知

られはするが行為を強調する目的では，前面に出ないので行為主体が呼ば

れない文である。

科学アカデミー 80年文法になるとこれまでの定義の不明確な部分がより的

確に説明される。「不定」に纏わる図式の意味は「特定されない主体に還元さ

れる行為ないし進行途上の状態の存在ということである」とされる。 [5]

この構文の主辞の「不定性・不明性」は屡々，代名詞の持つ副次的機能に比

べられることがある。エヌ・グリゴリエヴァは「現代ロシア語の代名詞の文

体的機能」の中で，この問題に触れている。 [8]「不定」の意味は文中の文脈

で具現化される。斯様な主体を代名詞で語彙化することも可能である。例えば

3TOや KTO-TO(HeKTO)である。

ロシア語で不定人称文としてあげられる文は二肢文に特徴的な行為や状態の

主体が暗黙理に認識されるが，これらの文の内容を分析すると「不定」とされ

る主体は「行為の明らかでない主体」または「係争中の状況」と捉えられるも
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のが多く，その行為者はその限りにおいて一般化("Boo6rn;e BC邪皿， JI1060I1")さ

れる実体と，不特定の個人 ("KTO-TO,HeKTo")として認識される場合に別れる。

また主体者の任意性が強調されたり，これに反して個人としての特定 ("BilOJIHe

onpe,n; 切 eJilib頂，皿皿暉")性が打ち出される場合もあり，これらの個々の状況は

概ね，文脈から理解するべき性質を帯びている。この様な行為主体は80年文法

では「行為あるいは発生中の状態の主体」であるとされる。 [5]

ここで注意しなければならないのは，主体という用語自体にもロシア語

とセルビア語で語彙論的意味に差異があることである。セルビア語では

"cy6jeKaT" は主語を暗示するが，ロシア語では "no皿e氷皿~ee" は文法主語であ

り， "cy6beKT"は語彙論・意味論から見た主体であるという。 [3]

ロシア語では一般には，不定人称文での主体は文法数からみると， 3人称複

数で表現されるが，文として意味論的に解釈するとすれば幾つかのケースがあ

る。エル・マロエビッチは 9種類あるとしているがここでは，これに基づき，

ポーランド語の例を加味して，整理してみよう。

a)行為主体が不特定である場合。

(1) B KJiy6e rreJIH II IIJI5ICaJIH. 

クラブで歌が歌われ，民族舞踊が踊られている。

セルヴィア語の不定人称文では述語は 3人称単数中性及び再帰形 ce

が使われる。これらの文の行為は若干の不特定の人物によって実現

されることがさらに示される。しかしそれはただ一つのそれらの意

味というわけではない。行為主体は 1人称単数の話者である。

(1-1) Y Kny6y ce rreBano 11 11rpano. 

ポーランド語では分詞形が使われる。

(1 2) - W kludie tanczono 1 sp1ewano. 

b)行為主体が特定される場合。

(2) Te6月30BYTK TeJI呻OHy.
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君に電話がかかってくる。

ロシア語の不定人称文はセルビア語のそれより意味上，ずっと広義

に使われる。ロシア語で不定人称文で表現される場合，セルヴィア

語では人称文で表現される傾向にある。また仮に行為の主体が一人

の不定な人物である場合 (3人称単数），セルビア語では不定代名

詞を伴う人称文が立つ。

(2-1) HeKO (He血 qoBeK;HeKa)KeHa) Te 30Be npeKo TeJie巾OHa.

この意味でロシア語も同じく不定代名詞を伴う人称文が立つが，そ

れは，不定人称文のシノニムにすぎず，主体の不確実性は確実に失

われる。

(2a) BaM KTo-To 3BOlillJI. - BaM 3BOlillJIH. 

ポーランド語では再帰動詞が用いられる。

(2-2) Prosz<! ci~do telefonu. JIM6o: Jestes proszony (proszona) do telefonu. 

c)行為主体が不特定で文法数の上から単複を精査できない場合。

(3)加 KYCTOBCTpeJIHJIM. 

灌木の間から射撃音がした。

セルビア語では，この様な場合，不定人称代名詞つき人称文が用い

られるが，行為主語が文法数の関係で不定，つまり確定できない場

合用いられる。

(3-1) 113氷6yrhaje HeKo rry~ao. 

ポーランド語ではやはり分詞形が用いられる。

(3-2) Strzelano za krzak6w. 

d)行為の主体が話者自身である場合

(4) He xoqy .si:, roBop.si:T Te6e! - Bo3pa3皿 aHacTeHbKa. 

ナースチェンカがさからった。「あなたに言うだなんて私， した＜

ない。」
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ポーランド語では 3人称単数の人称文で表現される。

(4-2) Janie chc~, mowi si~do ciebie -sprzeciwila si~Nastusia. 

e)行為主体が3人称の特定人物の場合

(5) 0Ha 6blna }J;OMa. OH Benen }J;OJIO氷HTho ce6e: ero ToTqac npHIDI皿

彼女は在宅でした。彼は自分のことを報告するように命じた。その

時彼はその職に就いた。

ポーランド語ではやはり，分詞形が一般的である。

(5-2) Ona bylaw domu. On kazal zapowiedziec siy: natychmiast go przyjyto. 

f)行為主体が具体的人物だが不特定と見なされる場合

(6) 11 Thi 3Hatt: IIOKa 51皿 Ba,y Te6≫eCTb MeCTO, r.n;e Te6月加~YT,ncer.n;a却WT-

ポーランド語では 3人称複数の不定人称文である。

(6-2) I pam印taj:p6ki zyjy jest miejsce, gdzie na ciebie czekaj<!, zawsze czekaj<!. 

JI面o:I pamiytaj: p6ki zyjy jest miejsce, gdzie jestes mile widziany. 

g)述語の意味の連想から，行為が何らかの場所と（現実に，潜在的に），関

連づけられ，概括化される。

(7)油ecbIIPOAaIOT 6皿 eTblHa KO皿epTbl.

コンサートの切符がここで販売されている

述語がただ，何らかの場所に（現実に，潜在的に），関連づけられる

行為を指示する程に，概括化される行為主体の場合かさらに補語を

有する場合，セルビア語では人称受動構文が用いられる。

(7-1) 0BAe ce 11po daj y KapTe 3a KoHu;epT. 

ポーランド語では再帰構文が使われる。

(7-2) Tutaj sprzedaje si~bilety na koncerty. 

露語ではこの意味では人称受動構文も可能であるが，シノニムにす

ぎない。
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(7 a) 3AeCb rrpoAaIOT 6皿 eTblHa KOHQepTbl. 

-3煕CbrrpoAaIOTC51 6皿 eTblHa KOHQepTbl. 

-]5-

ロシア語のこれらの表現はポーランド語では再帰構文が一般的である。

(7-2) Tutaj sprzedaje si~bilety na koncerty. 

h)行為主体の提示が誰かが蒙った行為を述語が表すまで背後におかれ，延

期される場合。

(8) Ero y611n11 Ha BO細 e.

彼は戦争でなくなった。

ポーランド語では再帰形と不定人称文の双方がある。

(8-2) Zabito go na wojnie. Jll16o: Zabili go na wojnie. 

i)行為主体に関する提示が省みられず，それゆえ，動詞の形が連辞付き名詞

の意味で表現される場合。

(9) KaK Te6SI 30ByT? - Mett月30BYTCeprett AneKca皿poB皿

あなたのお名前は？私の名前はセルゲイアレクサンドロヴィッチです。

特にロシア語の不定人称文からセルビア語へ翻訳される場合，これ

らの文の幾らかは仮に，行為主体の表示が控えめになり，動詞が人

を意味する補語を有する場合には，合成名詞述語によって，翻訳さ

れる。

ロシア語 セルビア語

(9) KaK Te6月30ByT? (9-1) KaKO je TBOje MMe? 

(9-la) (KaKo TH je町 e?)

(2)(10) Koro xopoH只T? (10-1) qwja je TO caxpatta? 

ポーランド語では人称文である。

(9-2) Jak si~nazywasz? -Nazywam si~Sergiej Aleksandrowicz. 

不定人称形はロシア語では動詞が補語を有するか否かに関わらない。

(11) 3煕ChMHOro CTpo只T.-CTpo只THOBh直 3aBO几
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セルビア語では仮に動詞が補語をとらなければ，不定人称構文とな

るが，補語があれば人称構文をとる。

(11-1) 0皿ece MHoro rp皿U — fpa皿 ceHOBa中a6p郎 a.

ポーランド語では再帰受動，二人称及一般人称文び三人称不定人称

文が可能である。

(11-2) Tutaj duzo siy buduje. Buduje siy now'l fabryky. JIII6o: Budu問IlOW'lfabryky・

行為主体の役に当たるのは 1人称複数以外に 3人称複数との話者で

もある。時に文脈でだけ，定義できる場合や，行為主体になるのが

一人であったり，若干名であったりする。

(12) H皿 cKopee,Te6幻血yT.

早く行きなさい，待っているのだから。

セルビア語では述語に補語をとらない完了体が来る場合に被動形動詞

過去中性形単語尾と動詞連辞の非人称形不定人称構文が用いられる。

(12-1) Ha.rro氷eHOMll je Aa Bae AOqeKaM. 

ロシア語ではこの場合，同義構文として不定人称と無人称文が用い

られる。

(12a) MHe rropy暉 JillBCTpeTHTb Bae. — MHe rropyqeHo BCTpeTHTb Bae. 

仮に行為主体となるのが具体的な人物であるが，文脈から明らかだとか，会話

に現れている人物であるとかで，言及されないケースではセルビア語では行為

の現実的主体を用いた人称能動構文が用いられる。

ポーランド語はロシア語と同じ三人称複数を主体とする不定人称文である。

(12-2) ldz szybciej, czekaj'! na ciebie. 

挙げられたような主辞の提示は，文の現実分析の立場から眺めると，比較的

理解しやすいように思われる。不定人称文での文意伝達の主眼ば情報の古い部

分（「テーマ」）ではなく，その構造上新しい部分（「レーマ」）にあると考えられ

る。この様な構造では，主体の取り立てが問題の主要部分ではなく，主体の働

きかけの結果に焦点が据えられるため，主体の表現に関しては，矛盾する内容
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が現れることにもなるのであろう。要は文法数の上から単純に単複を精査でき

ないということなのである。これは，ロシア語が統語上，主辞十賓辞の側から

でなく，賓辞十補語の側からの文意伝達を可能にする機能を備えていることか

ら説明可能であり，こうしたメカニズムが希簿な英語，フランス語などの印欧

語と一線を画していることの証左となっている。

次にヤン・スヴェトリックによると，スロヴァキア語で，ある自然現象は無

人称文で記述されるが，他方，ロシア語では二肢文が使われるケースがあると

しヽう。

(13) 几0約~b 皿eT. (加eTp;o和~b.)- llleJI p;o四 h.-Eyp;eT皿TM)J;O加店

(13-3) Prsi. -Prsalo. -Bude prsat'. 

(14) rpoM rpe皿 T.

(14-3) Hrmf. -Hrmelo. 

(15) Mo皿岡CBepKaeT.

(15-3) Blyska sa. 

この種の文が否定される場合，ロシア語ではこのタイプの二肢文は一肢文と

見なされる。

(13a)几0加収H町!HeT,n;o加訊ー3暉 TPaHe 6y,n;eT ,n; 〇加訊.-Bqepa He 6bIJIO几0加訊

しかし以下のように外見上一肢文とされる文がある。更に以下に示されるよ

うに，—O に終わる動詞中性単数形は主格形の中性不定代名詞と結合されうる。

(16) B皿皿3ary,n;eno. (16a) B皿皿可o-To3ary几eno.

r,n;e-TO 3arpeMeJIO. r,n;e-TO'-ITO-TO 3arpeMeJIO. 

B3几amrn3arpoxoT釦IO. B 3皿H皿 3arpoxoT釦IO可 0-TO.

He皿JieKo3aTJ)e~ 皿o. He几皿eKOqTo-TO 3aTpe~ 皿0.

以上を比較してみると，これらの文は一肢文・ニ肢文間の中間の不定人称文

と考えられる。同じ事が若干の再帰動詞の場合にも現れる。比較せよ。

(17) MHe CHMTC只， '-ITO呵！ MHe CHHTCSI 守0—皿6yp;h (3TO), 可 0-皿？
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(18) KpyroM 3四eJieHeJIOCb. KpyroM BCe 3a3eJieHeJIOCb. 

(19) 3ap只6皿 OCbB KYCTax (几a.Jib). l.JTO-TO B KYCTax 3ap~611JIOCb. 

上述の文例で，さらに主語の代名詞の省略を持つ文がある。スロヴァキア語

と比べよう。

(20) B皿皿可o-To3ary煕JIO.

(20-3) V dialke zahucalo. 

(21) MHe c皿 TC月，qTO-JIH!

(21-3) Sniva sa mi, ci co? 

おわりに

V dialke cosi zahucalo. 

Snf va sa mi nieco…? 

本稿では，ロシア語の不定人称文とそれに相応するセルビア語などの構文の

相互関係を比較分析の手法で確立しようとした。

多言語を対照して比較し，その相互関連を解明するのは大変複雑であるもの

の，ロシア語とポーランド語，スロバキア語，及びセルビア語の間には，ロシ

ア語とフランス語との間の関係とよく似ていると言う結論に至った。

特に文の主辞，賓辞，補語の統語関係を軸に分析すれば，その言語の現状を

理解する上で種々の事実が明らかとなる。本稿で取り上げる不定人称文は各言

語での主辞の概念のあり方を把握する上で重要な糸口を与える。フランス語で

は非人称の ilと呼ばれる代名詞は自然現象を表す場合，三人称単数にしか用

いられず，この構文に現れる動詞も自然現象を表す場合などにかぎられる。文

法主語ぱ必ず表記される。ロシア語では現在時称の場合三人称単数が用いられ

るが，主語は表記されない一肢文である。ロシア語にセルビア語・ポーランド

語・スロバキア語を比較した場合にはある場合には不定人称文に，またある場

合には，無人称文に，更に第三の場合には異なるタイプの人称文が対応する。

ロシア語は三人称複数の不定人称文で表現できる概念が，これらの言語では，

再帰表現や分詞構文にあたる場合が多いことに気づく。これはこれらの西・南

スラヴ語が，基本的に主辞と補語との関係を重視している，ことに依るものと
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思われる。これに対して東スラヴ語のロシア語は記述の中心が賓辞と補語にあ

ると捉えることが可能であるため，動詞不定法が中性名詞化たり，名詞が賓辞

として使われたり，形容詞短語尾が賓辞の核になり得るなどの現象が活発化し

ているのである。 (Tio)Kap.EcJIM BaM MHTepecHO 3HaTb, ...)この研究の副産物とし

て，ロシア語の不定人称文を他のスラヴ語の二肢文との対応関係から同義文を

導き出すことができた。それはこれら言語間の翻訳の諸問題分析のための基礎

として役に立つであろう。

本稿を準備するにあたって， GDANSK大学の Alicja Pstygaに資料を戴くこ

とが出来た。翠に深甚なる謝意を表する次第である。
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PE3IOME 

B HaCTO皿 eftpa6oTe MhI IIhrraeMc只ycT皿 OBMThCOOTHOIIIeHMe pycc血 xtteonpe-

煕JICHHO-JIMqJ-JblXnpep;JIO次 eHMMM COOTBCTCTB邪)Ill,MXKOHCTJ)yKD;MM B cep6cKOM tt B叩y-

rMX CJiaB皿 c皿 x月3hIKaxMCTO瓜OMCOIIOCTa皿 CHM51.

QqeHh TPY皿0npOBO皿TbCp暉 HeHMeMC)K)J;y HCCKOJI瓜瓜rn5l3h1Ka.MM M BhIBC皿 Th

MX COOTHOIIICHMe, HO Mbl rrpMIIIJIM K 3aKJIIOqeHMIO, qTO OTHOIIICHMe Me次乃 pycc皿 MM

叩yrn皿 CJI碑皿CKJ皿只3hlK狐 illIIOXO次 eHa OTHOIIIeHMe Me次 p;ypyccKJ印 H巾PaIIU:Y3C-

叩只3hIK岬.B qacTHOCTM ec皿 npo狙皿＂叩 poBaTbCMHT邸 c叩 ec血 eOTHOIIIe叩 rrop;ー

JI蟷皿erO,CK四 yeMoroM瓜OIIOJIHCHM51B npeバJIO)KeHMM,B血 CH5llOTC51pa3m四郎1e巾aKTbl,

rroMoraIOill,Me no岡 ThHaCT051Ill,ee COCT051HMe aH釦IM3MpyeMhIX月3bIKOB.

Heorrpep; 切 eHHo-JIMqttoerrpep;Jio次 eHMe,KOTOpoe Mhl MCCJiep;yeM B HaCTO皿~eft

pa6ore, rroMoraeT no岡 TbCyru;HOCTb cy61.eKTa B K四叫OMH3hIKe. Bo巾pam_zy3CKOM5l3hIKe 

rrpM o6o3HaqeH皿 rrp叩 0皿 IX畑 Jiem頂 MeCTO叫 eHMe11 MCIIOJih3YeTC5l TOJibKO B巾op-

Me 3 Jittu;a e皿HCTBCHHoro暉 CJiaM 3HaqeHMe rJiarOJIOB, KOTOpbie yrroTpe6JI5llOTC月 B

3TOM KOHCTPYKD;MM, orpattrrqeHO TOJibKO Bbipa氷 eHMeMrrprrpop;HbIX HBJieHMM. B HeM 

rpaMMaTMqecKoe rrop;Jie)Kalll,tte 06只3aTeJibHOBbipa氷 eHO,a B pyccKOM 5l3bIKe B HaCTO-

Hlll,eM BpeMeHM B p;aHHOM cJiyqae 3TO Op;HOCOCTaBHOe rrpep;JIO次 e皿 e,B KOTOpOM CKa3ye-

MOe Bbipa次 eHOB 3血 u;ee血皿CTBeHHoro叩 CJia,a no皿e次 alll,eeHe Bhipa次 etto.B cep6c-

KOM次 e只3bIKeB 0皿MXCJiyq碑 xHeonpep; 邸 eHHO遺 Jlqffbierrpe皿O)KeHM51COOTBeTCTBYIOT 

YK四aHHb™ pycc血 M rrpe皿0氷 e皿四， B叩yrttx―oco6hThf6e3JI皿 HhThfKOHCTIJYKu;M血，
a B TpeT碑 X- JI皿 HhIMrrpe皿O)KeH皿 M pa3HhlX TMIIOB. HaM Ka次 eTC只， qTOIIOH只TMIO,

KOTOpoe MO氷 eTBbipIDKaThC只Heorrpep;切 eHHO-JIJfCilll:血 rrpep;Jio氷 e皿 eMB pyccKOM只3hIKe,

B p;pyrnx CJiaB51HCKMX只3bIKaxCOOTBeTCTByeT B03BpaTHa5l MJIM CTI)皿aTeJibH邸 rrpttqac-

THa月 KOHCTpyKu;皿 .K訟 CTCH,叩 'OB 3arrap;HOCJiaB叩 CKMXMIO次 HOCJiaB只HCKMX只3hIKax

ycMJIMBaeTC51 CB月3hno皿e次 alll,eroM瓜OIIOJIHeHM51.Hao6opoT'B pyccKOM 513hIKe, KOTO-

pb頂 npMHap;Jie氷 MTK BOCTO咄 OCJiaB51HC叩 5l3hIKaM,u;eHTpOM B珂m氷 eHM51畑 MeTC月 co-

qeTa皿 eCKa3yeMoro 11)];OIIOJIHeH岡， o6ttapy次 MBaeTC月 Te皿ettu;畑 pa3BMTM51CB四 MrJia-
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roJia c瓜OIIOJIHe皿 eM,TaK qTo MM5l cy~eCTBMTeJibHOe cpe皿eropo几a,c~eCTBMTeJibHOe 

B pOJIII CK四yeMoro,a TaIOKe KpaTKoe rrp皿 ara冗 JlbHOeMOryT巾別Kl.J;IfO皿 poBaTbK邸皿po

rrpep;JIO)Kem訊 HaIIIHaCT05IIW頂 BblBO,IJ;6y几eTIIOJie3HbIM皿只 Toro,qTo6bI paCCMOTJ)eTb 

o6y加 eMpa3BIIT皿 3praT皿 HblXII邸 Ky3aT皿 HblX5l3bIKOB, BKJIIO暉月 rpy3皿 CKJ頂 wpyc-

CKIIM只3b訳JI.

KaK BTOpOCTerreHHbIM pe3yJibTaT HaIIIeM pa60Tbl Mbl MO)KeM yKa3aTb Ha TOT 

如KT,qTo皿5lp;pymx CJiaB只HCKIIX月3hIKOB6oJiee xapaKTepHbI p;BycocTaBHbie rrpe即JIO-

次 eH皿， TO頂aKaK B pycCKOM只3bIKe叩 COOTBeTCTBYIOTpa3Hble TIIIIbl O,IJ;HOCOCTaBHbIX 

rrpe几JIO)KeID頂.BbIIIIeyKa狙 HHb頂 pe3yJihTaToqeHb IIOJie3eH KaK OCHOBa aHa.JIM3a BOIIpO-

coB rrepeBop;a paccMaTJ)MBaeMhIX rrpe皿O)KeID頂 cpyccKoro Ha p;pyrIIe cJiaB卵 C皿 e只3bl-

皿 MHao6opoT. 


